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特
別
定
額
給
付
金
事
業
（
１
億
７
千
７
５
７
万
９
千
円
）
を
含
む

　
　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
に
総
額
２
億
４
千
２
１
７
万
６
千
円
！

こども園畑づくり



なかとんべつ町議会だより２１１号 ２

　令和２年第２回定例会が、６月１０日から３日間の会期で開催され、冒頭の行政報告で小林町長
から２点報告がありました。
　１．新型コロナウイルス感染症対策の報告について
　　　道が独自の緊急事態宣言を発令した２月２８日に本町は「新型コロナウイルス感染症中頓別
　　町対策本部」を設置し、以降本町の取り組みを推進してきました。緊急事態宣言が全面解除と
　　なるまでの間、計画に基づき現状分析や課題の明確化等についての協議を行い、全庁体制で対
　　策に取り組んできました。６月１日をもってこれまで道が実施してきた休業要請などの措置は
　　すべて解除されました。今後におきましては、「新しい生活様式」や「新北海道スタイル」安
　　心宣言の実践などによる感染防止対策を継続します。
　２．防災行政無線の戸別受信機の配付の遅延について
　　　新型コロナウイルス感染症対策を受けまして一時延期として
　　おります。北海道の緊急事態宣言の解除を受けて、６月より戸
　　別配布を再開し７月中には配付を完了したいと考えています。
　　　なお、町職員には既に３月中に配付を行っており、受信状況
　　の確認や電池での持続時間などの調査を終えています。

　教育長の教育行政報告でも１点の報告がありました。
　１．小学校・中学校の新型コロナウイルス感染症への対応に係る臨時休業（休校）と学校再開に
　　ついて
　　　小学校・中学校は、４月２０日から５月２９日まで、一斉臨時休業となりました。休業期間
　　の長期化に伴い、児童生徒の心身の健康状態や学習状況の把握を行うため感染防止の徹底を図
　　りながら、分散登校日を６回設定して午前中に授業を行いました。
　　　６月１日から、こまめな手洗い、咳エチケット、換気、「三つの密」を回避する身体的距離
　　の確保など、新しい生活様式の定着を図りながら、毎朝の検温と体調の確認、マスクの着用し
　　ながら授業を行っています。

　一般質問では、通告順に５議員が質問を行いました。
　　報告では、平成３１年度一般会計予算を令和２年度に繰り越して使う「繰越明許費繰越計算書」
　のほか、町が資本金を出資している「有限会社中頓別振興公社」の平成３１年度経営状況が報告
　されました。
　　町長から提案された、町税条例等の一部改正（２件）、国民健康保険税条例の一部改正、一般
　会計補正予算（２件）に伴う専決処分の承認５件と、中頓別町農業委員会委員の選任の同意７件、
　条例改正及び補正予算を含む８議案を原案可決し、会期を１日残して１１日に閉会しました。

第２回定例会第２回定例会

４月から運用開始した防災行政無線



第２回定例会で
　　　決まりました

なかとんべつ町議会だより２１１号３

第２回定例会で
　　　決まりました

同
意
第
２
号
か
ら
同
意
第
８
号　
中
頓
別
町
農

業
委
員
会
委
員
の
選
任
の
同
意

　
石
井
進
氏
、
石
橋
美
代
子
氏
、
西
一
彦
氏
、

石
黒
和
浩
氏
、
藤
田
健
一
氏
、
佐
藤
秀
樹
氏
、

森
川
健
一
氏

　
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
に
よ
り
、
全

て
の
委
員
が
議
会
の
同
意
が
必
要
と
な
っ
た
こ

と
に
よ
る
選
任
の
同
意
。

承
認
第
１
号　
専
決
処
分
の
承
認
（
国
民
健
康

保
険
税
条
例
の
一
部
改
正　
３
月
31
日
専
決
）

　
地
方
税
法
施
行
令
の
改
正
に
よ
る
、
国
民
健

康
保
険
税
の
５
割
軽
減
及
び
２
割
軽
減
と
な
る

所
得
の
範
囲
の
改
正
。

承
認
第
２
号　
専
決
処
分
の
承
認
（
税
条
例
等

の
一
部
改
正　
３
月
31
日
専
決
）

　
地
方
税
法
等
の
改
正
に
よ
る
、
住
民
税
関
係

及
び
固
定
資
産
税
関
係
の
特
例
規
定
の
整
備
に

係
る
改
正
。

承
認
第
３
号　
専
決
処
分
の
承
認
（
税
条
例
の

一
部
改
正　
４
月
30
日
専
決
）

　
地
方
税
法
等
の
改
正
に
よ
る
、
徴
収
猶
予
制

度
の
特
例
関
係
の
整
備
に
係
る
改
正
、
固
定
資

産
税
関
係
の
特
例
規
定
の
整
備
に
係
る
改
正
、

軽
自
動
車
税
関
係
の
環
境
性
能
に
応
じ
た
軽
減

等
特
例
の
延
長
に
係
る
改
正
。

承
認
第
４
号　
専
決
処
分
の
承
認
（
一
般
会
計

補
正
予
算　
５
月
１
日
専
決
）

　
歳
入
歳
出
に
１
億
９
千
３
４
３
万
７
千
円
を

追
加
し
、
総
額
を
38
億
１
千
６
０
９
万
７
千
円

に
。
主
に
特
別
定
額
給
付
金
な
ど
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
対
策
に
係
る
事
業
に
追
加
す
る
も
の
。

承
認
第
５
号　
専
決
処
分
の
承
認
（
一
般
会
計

補
正
予
算　
５
月
14
日
専
決
）

　
歳
入
歳
出
に
２
１
６
万
８
千
円
を
追
加
し
、

総
額
を
38
億
１
千
８
２
６
万
５
千
円
に
。
主
に

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
係
る
事
業
に
追

加
す
る
も
の
。

議
案
第
31
号　
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
条

例
（
一
部
改
正
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を
受
け
、

感
染
し
た
被
用
者
に
対
す
る
傷
病
手
当
金
の
支

給
に
係
る
申
請
受
付
事
務
を
追
加
す
る
た
め
の

改
正
。

議
案
第
32
号　
国
民
健
康
保
険
条
例
（
一
部
改

正
）
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を
受
け
、

令
和
２
年
１
月
１
日
か
ら
規
則
で
定
め
る
９
月

30
日
ま
で
の
期
間
に
お
け
る
傷
病
に
係
る
傷
病

手
当
に
つ
い
て
改
正
。

議
案
第
33
号　
酪
農
振
興
支
援
条
例
（
一
部
改

正
）
　
後
継
者
が
経
営
継
承
し
た
際
の
優
遇
措
置
の

追
加
等
助
成
金
の
交
付
規
定
を
設
け
る
こ
と
に

よ
り
、
酪
農
業
の
振
興
を
図
る
た
め
の
改
正
。

議
案
第
34
号　
商
工
業
振
興
支
援
条
例
（
一
部

改
正
）

議
　
決
　
内
　
容

議
　
決
　
内
　
容

　
助
成
対
象
者
に
、
新
た
に
町
内
で
商
工
事
業

を
営
も
う
と
す
る
者
を
追
加
す
る
ほ
か
、
後
継

者
が
経
営
継
承
し
た
際
の
優
遇
措
置
の
追
加
等

助
成
金
の
交
付
規
定
を
設
け
る
こ
と
に
よ
り
、

商
工
業
の
振
興
を
図
る
た
め
の
改
正
。

議
案
第
35
号　
中
小
企
業
振
興
資
金
融
資
条
例

（
一
部
改
正
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
な
ど
の
影
響

に
よ
り
、
緊
急
の
融
資
が
必
要
な
中
小
企
業
に

対
し
て
速
や
か
に
融
資
等
で
き
る
た
め
の
改
正
。

議
案
第
36
号　
企
業
立
地
促
進
条
例
（
一
部
改

正
）
　
地
域
経
済
の
発
展
と
雇
用
機
会
の
拡
大
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
他
の
制
度
と
の

整
合
性
や
趣
旨
を
踏
ま
え
、
工
場
等
を
新
設
す

る
場
合
の
み
を
本
条
例
の
対
象
と
す
る
た
め
の

改
正
。

議
案
第
37
号　
一
般
会
計
補
正
予
算

　
歳
入
歳
出
に
36
万
５
千
円
を
減
額
し
、
総
額

は
38
億
１
千
７
９
０
万
円
に
。

議
案
第
38
号　
国
民
健
康
保
険
病
院
事
業
会
計

補
正
予
算

　
収
益
的
収
支
の
収
入
支
出
既
決
予
定
額
を
５

億
７
千
５
５
５
万
７
千
円
に
、
資
本
的
収
支
既

決
予
定
額
を
２
千
３
７
７
万
６
千
円
に
。

※

　

  

は
原
案
可
決



なかとんべつ町議会だより２１１号 ４

ここが聞きたい、知りたい

私たちの一般質問私たちの一般質問私たちの一般質問私たちの一般質問
　

本
町
に
お
い
て
も
、
今
や
ご
み
を
出
す
こ
と
が
難

し
く
な
っ
て
き
て
い
る
高
齢
者
世
帯
が
増
え
て
い
る

が
、
こ
の
よ
う
な
、
ご
み
出
し
が
困
難
な
高
齢
者
等

へ
の
生
活
支
援
の
一
つ
と
し
て
、
本
町
に
お
い
て
、

「
戸
別
ご
み
出
し
収
集
支
援
制
度
」
を
作
り
戸
別
に

ご
み
を
収
集
す
る
取
り
組
み
が
出
来
な
い
の
か
町
長

に
伺
い
ま
す
。　

答
　
弁
　
○
小
林
町
長

　
高
齢
者
の
ご
み
出
し
支
援
は
、
高
齢
者
世
帯
か
ら

の
ご
み
収
集
を
確
実
に
す
る
だ
け
で
な
く
、
高
齢
者

の
生
活
の
質
の
向
上
や
見
守
り
支
援
に
も
繋
が
る
取

り
組
み
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
日
常
生

活
に
支
援
が
必
要
な
高
齢
者
は
、
介
護
保
険
制
度
の

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
（
訪
問
介
護
）
生
活
援
助
を
依
頼

し
、
生
活
援
助
の
一
環
と
し
て
ご
み
出
し
を
お
願
い

す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
今
年
度
は
介
護
、
老
人
保

健
福
祉
計
画
及
び
介
護
保
険
事
業
計
画
の
改
訂
の
年

で
あ
り
ま
す
の
で
、
介
護
予
防
・
日
常
生
活
圏
域
ニ

ー
ズ
調
査
に
お
い
て
、
ご
み
収
集
に
お
け
る
現
状
や

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
高
齢
化
社
会
に
お
け
る
ご
み
出

し
に
関
す
る
支
援
に
つ
い
て
、
新
た
な
仕
組
み
の
可

能
性
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

先
に
一
般
社
団
法
人
北
海
道
総
合
研
究
調
査
会
か

ら
町
が
取
り
組
ん
で
い
る
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
調
査
研
究
報
告
の
中
で
中
頓
別

町
立
国
保
病
院
の
目
指
す
姿
が
示
さ
れ
た
と
こ
ろ
で

す
が
、
そ
の
中
で
は
令
和
３
年
度
以
降
で
は
病
床
の

削
減
に
よ
る
国
保
病
院
も
し
く
は
有
床
の
診
療
所
、

そ
の
後
、
令
和
10
年
を
め
ど
に
診
療
所
と
介
護
療
養

院
の
併
設
と
い
う
姿
を
想
定
し
て
い
ま
す
が
、
町
と

し
て
は
こ
の
姿
を
基
本
に
進
め
て
い
く
と
い
う
こ
と

で
理
解
し
て
よ
い
で
す
か
。

答
　
弁
　
○
小
林
町
長

　
国
保
病
院
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
今
後
、
議
会
や

町
民
の
皆
さ
ん
と
議
論
を
重
ね
な
が
ら
し
っ
か
り
時

間
を
か
け
て
決
め
て
ゆ
く
と
い
う
の
が
基
本
の
考
え

方
で
す
。

　
調
査
報
告
書
は
議
論
の
ベ
ー
ス
に
は
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
方
向
で
固
め
た
訳
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
将
来
的
な
人
口
減
少
を
見
据
え
る
と
病
床

の
削
減
は
避
け
が
た
い
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、

病
床
の
見
直
し
で
終
わ
る
の
で
は
な
く
、
医
療
を
核

に
介
護
、
福
祉
、
保
健
予
防
を
一
体
的
に
見
直
し
て
、

全
体
と
し
て
は
今
よ
り
も
住
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ

る
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し
た
地
域
包
括
ケ
ア
の
仕
組

み
を
構
築
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
　
問

 

高
齢
者
の
生
活
支
援
施
策
の
充
実
つ
い
て

細 

谷 

久 

雄 

議
員

髙 

橋 

憲 

一 

議
員

質
　
問

 

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
経

過
報
告
に
つ
い
て

宮 

崎 

泰 

宗 

議
員
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行
政
と
し
て
、
ど
の
よ
う
に
向
き
合
っ
て
い

こ
う
と
お
考
え
か
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

各
地
で
問
題
が
起
き
て
い
る
一
人
10
万
円

の
特
別
定
額
給
付
金
の
状
況
な
ど
、
こ
れ
ま

で
の
対
応
や
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
も

伺
う
。

答
　
弁
　
○
小
林
町
長

　
町
と
し
て
例
年
町
内
で
開
催
さ
れ
て
い
る

イ
ベ
ン
ト
等
に
対
し
自
粛
要
請
な
ど
は
行
っ

て
い
な
い
が
、
行
政
主
催
の
行
事
等
に
つ
い

て
は
、
一
つ
ひ
と
つ
検
討
し
、
開
催
の
可
否

を
決
定
し
て
い
る
。
今
年
は
主
催
者
の
英
断

に
よ
り
北
緯
45
度
夏
ま
つ
り
な
ど
、
祭
事
の

中
止
な
ど
を
決
定
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
役
場
内
で
の
緊
急
事
態
措
置
と
し
て
の
時

差
出
勤
の
対
応
は
５
月
28
日
を
も
っ
て
解
除

し
た
が
、
感
染
予
防
対
策
は
「
新
北
海
道
ス

タ
イ
ル
」
安
心
宣
言
と
し
て
継
続
し
て
実
践

し
て
い
く
。
病
院
で
の
面
会
制
限
は
、
医
療

機
能
の
維
持
の
重
要
性
か
ら
北
海
道
の
感
染

の
状
況
を
見
な
が
ら
当
面
の
間
継
続
し
て
い

く
予
定
で
あ
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る

相
談
は
保
健
所
内
に
あ
る
「
帰
国
者
・
接
触

者
セ
ン
タ
ー
」
に
お
い
て
受
け
て
い
る
が
、

町
民
か
ら
保
健
福
祉
課
や
中
頓
別
町
国
保
病

院
に
お
い
て
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
関
す
る
心
配
や
受
診
の
相
談
を
受
け
て

お
り
、
適
時
必
要
な
行
動
等
に
つ
い
て
の
支

援
を
行
っ
て
い
る
。

　
今
回
の
対
策
に
お
け
る
国
の
財
政
出
動
に

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
等
に
つ
い

て
は
、
３
月
定
例
会
で
も
確
認
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
が
、
感
染
拡
大
の
状
況
は
そ
の
後
さ

ら
に
悪
化
し
、
北
海
道
の
み
な
ら
ず
国
が
緊

急
事
態
宣
言
を
発
動
す
る
事
態
に
ま
で
発
展

し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
道
内
や
管
内

に
お
い
て
も
予
定
さ
れ
て
い
た
イ
ベ
ン
ト
な

ど
の
中
止
が
相
次
ぎ
、
中
頓
別
町
で
も
中
止

な
ど
の
措
置
が
検
討
さ
れ
て
い
る
が
、
国
内
、

道
内
で
も
感
染
は
続
い
て
お
り
行
政
主
催
の

行
事
等
も
含
め
町
全
体
で
判
断
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

役
場
内
等
で
実
施
し
て
い
る
時
差
出
勤
や

感
染
防
止
対
策
、
病
院
で
の
面
会
禁
止
な
ど

は
い
つ
ま
で
続
け
て
い
く
の
か
。　
　
　

　

町
内
で
感
染
が
疑
わ
れ
る
よ
う
な
事
例
も

町
民
の
間
で
は
話
題
に
な
っ
て
お
り
、
不
安

の
声
も
多
い
よ
う
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
に
実

際
そ
の
よ
う
な
問
い
合
わ
せ
な
ど
は
あ
っ
た

の
か
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

初
動
の
遅
れ
や
行
動
自
粛
の
緩
み
な
ど
か

ら
、
現
在
も
再
拡
大
の
兆
し
が
各
地
で
見
受

け
ら
れ
、
こ
の
よ
う
な
状
況
が
何
年
も
続
く

と
し
た
ら
将
来
的
に
は
交
付
税
の
大
幅
な
減

額
や
住
民
負
担
の
増
加
な
ど
、
影
響
は
計
り

知
れ
な
い
。
暮
ら
し
の
支
援
や
財
政
状
況
の

見
直
し
な
ど
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
に
対
し
、
町

伴
い
、
将
来
的
な
地
方
交
付
税
に
ど
の
よ
う

な
影
響
を
与
え
る
か
わ
か
ら
な
い
が
少
な
く

と
も
今
年
度
の
町
予
算
の
執
行
に
つ
い
て
大

き
な
支
障
を
来
す
可
能
性
は
低
い
と
考
え
て

い
る
。
問
題
は
来
年
度
以
降
、
人
件
費
抑
制

な
ど
の
可
能
性
も
含
め
て
今
後
の
状
況
を
踏

ま
え
た
上
で
の
適
切
な
予
算
編
成
等
に
努
め

て
い
き
た
い
。

　
特
別
定
額
給
付
金
に
つ
い
て
は
、
６
月
８

日
時
点
で
96
％
を
超
え
る
申
請
が
行
わ
れ
て

お
り
、
今
の
と
こ
ろ
は
辞
退
者
も
な
く
、
あ

と
40
世
帯
ほ
ど
の
確
認
を
残
す
の
み
と
な
っ

て
い
る
。
問
い
合
わ
せ
は
十
数
件
受
け
て
い

る
が
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
も
含
め
て
特
に
大
き

な
混
乱
や
問
題
な
ど
は
起
こ
っ
て
い
な
い
。

　

全
国
の
自
治
体
の
中
で
は
、
特
別
職
及
び

議
会
議
員
の
給
料
、
報
酬
を
削
減
し
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
支
援
の
財
源
に

充
て
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。　
　

　

そ
こ
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対

策
の
一
般
財
源
も
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、

今
定
例
会
に
議
員
の
６
月
期
末
手
当
を
削
減

す
る
条
例
案
を
提
案
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
対
策
支
援
の
財
源
と
し
て
活
用
す
る

こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
が
、
特
別
職
に
つ
い

て
も
同
様
の
考
え
は
な
い
か
伺
い
ま
す
。

答
　
弁
　
○
小
林
町
長

　
現
時
点
で
は
、
特
別
職
給
与
を
削
減
す
る

こ
と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。
今
定
例
会
で
提

案
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
補
正
予
算
ま
で

は
留
保
し
て
い
る
財
源
の
範
囲
で
編
成
が
で

き
て
お
り
、
少
な
く
と
も
今
年
度
に
関
し
て

は
不
測
の
事
態
が
な
い
限
り
は
、
財
政
運
営

に
支
障
を
き
た
す
こ
と
が
な
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
今
後
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
必
要
な
対
策
の
状
況
や
今
後
予

定
さ
れ
て
い
る
議
員
提
出
議
案
に
関
す
る
議

論
や
町
民
の
ご
意
見
な
ど
を
踏
ま
え
て
、
そ

の
必
要
性
の
有
無
を
判
断
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

質
　
問

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
対
応
に
つ

い
て

星 

川 

三
喜
男 

議
員

質
　
問

 

今
後
も
来
る
か
も
し
れ
な
い
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
に
つ
い
て
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ド
リ
ー
ム
ジ
ャ
ン
ボ
フ
ァ
ー
ム
、
貝
化
石

の
商
品
化
、
そ
れ
ぞ
れ
期
待
さ
れ
る
事
業
で

あ
り
そ
れ
ぞ
れ
１
億
円
の
助
成
を
し
て
き
ま

し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

こ
れ
ま
で
心
配
す
る
様
子
が
あ
り
ま
し
た

が
、
現
在
の
状
況
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

答
　
弁
　
○
小
林
町
長

　
31
年
度
事
業
で
あ
る
ド
リ
ー
ム
ジ
ャ
ン
ボ

フ
ァ
ー
ム
は
雇
用
者
の
確
保
が
課
題
で
あ
り

ま
し
た
が
、
５
月
時
点
で
６
名
の
雇
用
者
の

確
保
と
月
平
均
の
出
荷
量
が
１
２
２
ｔ
で
計

画
を
上
回
る
状
況
で
あ
る
。

　
30
年
度
事
業
で
あ
る
株
式
会
社
Ｋ
Ｕ
Ｗ
Ａ

Ｈ
Ａ
Ｒ
Ａ
の
貝
化
石
肥
料
、
飼
料
化
に
つ
い

　

こ
れ
か
ら
の
児
童
及
び
生
徒
の
一
年
間
の

学
習
、
行
事
な
ど
の
確
保
が
大
変
な
状
況
に

な
る
と
思
う
が
、
今
後
ど
の
よ
う
な
内
容
で

進
ん
で
い
く
の
か
。　
　
　
　

　

今
現
在
で
考
え
ら
れ
て
い
る
方
向
性
を
教

育
長
に
伺
い
ま
す
。

答
　
弁
　
○
田
邊
教
育
長

　
教
育
課
程
は
、
各
学
校
が
学
校
の
実
態
に

応
じ
て
編
成
す
る
も
の
で
す
。

　
中
頓
別
小
学
校
・
中
学
校
と
も
に
長
期
休

業
（
夏
休
み
・
冬
休
み
）
の
短
縮
や
土
曜
授

業
等
を
実
施
し
て
、
臨
時
休
業
中
の
授
業
時

数
の
補
填
に
充
て
ま
す
。

　
学
習
指
導
要
領
に
示
さ
れ
た
各
教
科
の
内

容
を
す
べ
て
の
児
童
生
徒
に
身
に
付
け
さ
せ

る
と
と
も
に
、
今
後
新
た
に
必
要
と
な
る
授

業
時
数
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
標
準
授
業

時
数
を
確
保
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
な

お
、
長
期
休
業
中
で
あ
っ
て
も
給
食
は
提
供

し
ま
す
。

　
学
校
行
事
は
、
運
動
会
や
学
芸
会
・
学
校

祭
は
規
模
を
縮
小
し
て
実
施
、
修
学
旅
行
や

宿
泊
研
修
は
受
け
入
れ
先
や
見
学
地
の
状
況

に
よ
り
ま
す
が
、
日
程
や
行
先
の
変
更
も
含

め
て
検
討
し
て
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

て
、
製
品
の
販
売
状
況
は
大
き
な
実
績
は
な

い
が
、
今
年
に
入
り
ま
と
ま
っ
た
取
引
も
あ

り
、
大
学
と
の
連
携
し
た
新
製
品
の
展
開
も

継
続
さ
れ
る
と
聞
い
て
い
る
。

　
経
営
の
改
善
が
図
ら
れ
る
と
思
う
。

　

特
別
地
方
公
共
団
体
に
位
置
付
け
さ
れ
て

い
る
南
宗
谷
消
防
組
合
の
基
に
あ
る
中
頓
別

支
署
職
員
の
任
命
が
一
部
事
務
組
合
と
町
の

任
命
と
ば
ら
ば
ら
で
あ
る
。
何
故
こ
う
な
っ

た
の
か
、
す
ぐ
に
で
も
改
正
で
き
る
も
の
で

あ
る
が
、
ど
う
思
い
ま
す
か
。

答
　
弁
　
○
小
林
町
長

　
町
採
用
の
職
員
と
一
部
事
務
組
合
採
用
の

職
員
が
い
る
、
町
と
の
人
事
交
流
の
し
や
す

さ
か
ら
の
考
え
で
あ
ろ
う
が
、
一
部
事
務
組

合
の
法
令
の
主
旨
か
ら
本
町
だ
け
の
状
況
で

あ
り
今
後
構
成
３
町
で
検
討
す
る
ほ
か
、
今

後
の
採
用
に
つ
い
て
は
是
正
し
た
く
考
え
ま

す
。

東
海
林 

繁 

幸 

議
員

質
　
問

 

ド
リ
ー
ム
ジ
ャ
ン
ボ
フ
ァ
ー
ム
等
企
業

立
地
促
進
事
業
の
現
状
に
つ
い
て

質
　
問

 

こ
れ
か
ら
一
年
間
の
児
童
生
徒
の
学
校

内
容
に
つ
い
て

質
　
問

 

消
防
支
署
職
員
の
任
命
に
つ
い
て

町採用職員と一部事務組合採用職員がいる中頓別消防支署



なかとんべつ町議会だより２１１号７

議
案
第
33
号
　
酪
農
振
興
支
援
条
例
の
制
定
（
一
部
改
正
）

Ｑ
．
中
頓
別
農
業
協
同
組
合
又
は
代
表
理
事
の
文
言
が
な 

　

く
な
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
組
合
に
入
る
入
ら
な
い
は

　

本
来
農
業
者
の
自
由
な
わ
け
で
す
。
組
合
に
入
ら
な
け

　

れ
ば
何
も
で
き
な
い
よ
う
な
や
り
方
は
不
当
だ
と
前
か

　

ら
言
っ
て
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
が
今
回
整
理
さ
れ
た
の

　

か
、
そ
う
い
う
思
い
で
や
ら
れ
た
の
か
、
こ
れ
が
私
は

　

町
の
条
例
と
し
て
の
あ
り
方
と
し
て
は
正
し
い
と
思
う

　

改
正
で
す
け
ど
、
ね
ら
い
は
何
で
し
ょ
う
か
。　
　
　

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
東
海
林
議
員
）

Ａ
．
町
の
条
例
と
し
て
の
公
平
性
を
考
慮
し
た
場
合
に
、

　

農
業
協
同
組
合
に
限
定
す
る
形
は
や
は
り
正
す
べ
き
と

　

い
う
こ
と
で
、
今
回
の
改
正
内
容
と
し
て
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
平
中
産
業
課
長
）

議
案
第
34
号
　
商
工
業
振
興
支
援
条
例
の
制
定
（
一
部
改

正
）

Ｑ
．
内
容
は
全
く
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
前
の
条
も

　

そ
う
な
ん
で
す
け
ど
、
改
正
の
要
旨
で
後
継
者
に
対
す

　

る
新
し
い
制
度
は
良
い
け
ど
、
も
う
一
つ
大
事
な
の
は

　

農
業
組
合
長
や
商
工
会
長
を
排
除
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

改
正
の
要
旨
の
大
事
な
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
を
抜
か
し
て

　

い
る
よ
う
で
は
改
正
の
要
旨
と
は
言
え
な
い
の
で
、
も

　

う
少
し
率
直
に
改
正
の
要
旨
は
分
か
り
や
す
く
書
い
て

　

も
ら
っ
た
ら
よ
ろ
し
い
か
と
思
い
ま
す
。　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
東
海
林
議
員
）

Ｑ
．
今
の
東
海
林
議
員
の
質
問
と
重
な
る
か
も
し
れ
ま
せ

　

ん
が
、
課
長
か
ら
も
説
明
あ
り
ま
し
た
け
ど
、
一
部
で

　

そ
う
い
う
意
見
も
あ
っ
て
商
工
業
に
つ
い
て
は
会
員
の

　

条
件
に
つ
い
て
も
改
正
す
る
こ
と
に
し
た
と
思
い
ま
す
。

　

た
だ
、
現
実
と
し
て
宗
谷
管
内
で
見
て
も
ほ
ぼ
全
て
の

　

町
村
で
同
様
の
制
度
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。
今
年
も
利

　

尻
富
士
町
で
あ
る
と
か
昨
年
、
利
尻
町
で
あ
る
と
か
、

　

ど
こ
み
て
も
対
象
は
商
工
会
に
加
盟
し
て
い
る
か
加
盟

　

予
定
の
事
業
者
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
よ

　

う
な
状
況
も
あ
る
わ
け
で
す
か
ら
、
当
然
、
商
工
会
の

　

ほ
う
と
し
て
は
、
今
回
の
改
正
内
容
に
つ
い
て
は
腑
に

　

落
ち
な
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う

　

こ
と
が
伝
え
ら
れ
急
遽
、
規
則
の
中
に
審
査
会
を
追
加

　

し
て
、
そ
の
中
で
会
員
と
非
会
員
の
差
別
化
を
図
る
よ

　

う
な
形
に
さ
れ
た
と
思
う
け
ど
、
審
査
会
５
名
以
内
で

　

組
織
す
る
と
あ
り
ま
す
け
ど
、
ど
の
よ
う
な
人
選
を
想

　

定
さ
れ
て
い
ま
す
か
。　
　
　
　
　
　

（
宮
崎
議
員
）

Ａ
．
補
助
の
対
象
者
に
つ
き
ま
し
て
は
、
酪
農
振
興
支
援

　

条
例
と
同
じ
よ
う
に
、
組
織
や
団
体
に
所
属
し
て
い
る

　

方
だ
け
を
限
定
す
る
こ
と
が
町
の
条
例
と
し
て
公
平
性

　

に
欠
く
も
の
だ
ろ
う
と
い
う
認
識
の
基
で
、
今
回
の
改

　

正
と
し
て
い
る
こ
と
で
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

　

ま
す
。
こ
の
条
例
の
中
で
は
、
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に

　

審
査
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
規
則
の
中
で
審

　

査
会
を
設
け
る
と
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
そ

　

の
中
で
は
、
商
工
会
か
ら
の
代
表
者
の
承
認
を
受
け
た

　

者
に
つ
い
て
は
、
審
査
会
を
経
ず
可
能
と
な
る
規
則
と

　

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
審
査
会
に
つ
き
ま
し
て
は
、

　

今
考
え
て
い
る
の
は
、
金
融
機
関
を
代
表
さ
れ
る
方
、

　

商
工
会
の
代
表
の
方
に
お
声
か
け
て
い
た
だ
い
て
、
そ

　

う
い
う
方
に
審
査
会
に
入
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

　

て
い
ま
す
。
今
回
規
則
の
中
で
審
査
会
を
置
く
と
い
う

　

こ
と
は
、
決
し
て
商
工
会
か
ら
の
話
で
作
っ
た
わ
け
で

　

な
く
、
条
例
改
正
の
時
に
町
内
部
で
話
し
た
と
き
に
、

　

審
査
会
を
作
っ
て
外
部
の
方
も
含
め
て
審
査
会
に
入
っ

　

て
い
た
だ
い
て
議
論
し
て
い
か
な
い
と
私
ど
も
だ
け
で

　

は
、
経
営
状
況
の
把
握
を
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
判
断

　

し
て
審
査
し
て
い
き
た
い
と
当
初
か
ら
考
え
て
い
ま
し

　

た
の
で
ご
理
解
を
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
平
中
産
業
課
長
）

議
案
第
37
号
　
一
般
会
計
補
正
予
算

Ｑ
．
政
策
経
営
室
の
説
明
資
料
の
項
目
に
つ
い
て
、
１
、

　

２
点
伺
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
必
需
物
品
提
供
事
業
で
、

　

町
民
や
事
業
所
に
マ
ス
ク
や
消
毒
液
を
配
布
す
る
な
ど

　

の
経
費
と
し
て
、
こ
れ
は
地
方
創
生
臨
時
交
付
事
業
の

　

需
用
費
と
役
務
費
に
予
算
が
含
ま
れ
て
い
る
と
思
い
ま

　

す
け
ど
、
マ
ス
ク
に
つ
い
て
は
一
度
５
月
補
正
で
１
人

　

10
枚
す
で
に
配
布
さ
れ
て
、
今
ま
さ
に
私
も
使
わ
さ
せ

　

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
再
度
事
業
所
も
含
め
て
に

　

な
る
の
か
、
希
望
す
る
方
を
募
っ
て
個
別
に
お
渡
し
す

　

る
形
に
な
る
の
か
。
そ
れ
と
、
資
料
で
次
亜
塩
素
酸
水

　

が
添
付
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
が
配
布
を
想
定
し
て

　

い
る
消
毒
液
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
（
宮
崎
議
員
）

Ａ
．
今
回
、
コ
ロ
ナ
対
策
の
予
算
に
つ
き
ま
し
て
集
約
す

　

る
こ
と
で
、
総
務
費
の
計
上
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

議
案
審
議
の

主
な
質
疑
及
び
答
弁
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て
併
せ
て
政
策
経
営
室
の
説
明
資
料
を
集
約
し
た
形
で
、

　

お
配
り
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
け
ど
、
詳
細
に

　

つ
き
ま
し
て
は
保
健
福
祉
課
か
ら
お
話
さ
せ
て
い
た
だ

　

き
た
い
と
思
い
ま
す
。　
　
　

（
笹
原
総
務
課
参
事
）

Ａ
．
必
需
物
品
提
供
事
業
の
中
で
、
消
毒
薬
の
関
係
に
つ

　

い
て
お
答
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
消
毒
薬
に
つ
い
て

　

は
、
購
入
い
た
し
ま
し
て
主
に
公
共
機
関
に
配
置
さ
せ

　

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
事
業
所
に
つ
き
ま
し
て
は
、

　

み
な
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
消
毒
等
に
努
力
さ
れ
て
い
る
と
こ

　

ろ
で
す
が
、
産
業
課
を
通
じ
て
希
望
を
確
認
し
て
い
た

　

と
こ
ろ
で
す
。
消
毒
薬
は
ア
ル
コ
ー
ル
を
用
意
し
て
お

　

り
ま
す
の
で
、
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
を
想
定
し
て
準
備
し

　

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
第
二
波
、
第
三
波
が
想
定
さ

　

れ
ま
す
の
で
、
今
そ
の
た
め
に
保
管
し
て
い
る
と
こ
ろ

　

も
あ
り
ま
す
。　
　
　
　

（
山
田
保
健
福
祉
課
参
事
）

Ｑ
．
手
作
り
マ
ス
ク
買
取
無
料
配
布
事
業
に
つ
い
て
、
全

　

員
協
議
会
の
説
明
で
は
マ
ス
ク
３
枚
に
対
し
て
５
百
円

　

の
商
品
券
１
枚
で
一
人
最
大
で
30
枚
ま
で
の
交
換
と
す

　

る
と
商
品
券
10
枚
で
５
千
円
ま
で
買
い
取
る
内
容
だ
っ

　

た
と
思
い
ま
す
。
予
算
１
百
万
円
で
２
０
０
人
分
見
て

　

い
る
。
手
作
り
マ
ス
ク
の
枚
数
に
す
る
と
６
千
枚
と
物

　

凄
い
数
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
手
作
り
マ
ス
ク
に
限
定

　

し
な
い
で
市
販
の
マ
ス
ク
含
め
て
対
応
さ
れ
て
は
い
か

　

が
か
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
宮
崎
議
員
）

Ａ
．
前
回
お
話
し
た
時
も
手
作
り
マ
ス
ク
に
つ
い
て
は
、

　

限
定
を
一
応
考
え
て
お
り
ま
す
け
ど
、
運
用
に
よ
っ
て

　

変
え
る
。
作
成
す
る
方
が
、
結
構
な
枚
数
を
作
っ
て
い

　

る
方
も
お
り
ま
す
が
、
ど
の
程
度
に
な
る
か
定
か
で
は

　

あ
り
ま
せ
ん
。
運
用
に
応
じ
て
変
更
か
け
さ
せ
て
い
た

　

だ
き
な
が
ら
、
今
の
ご
意
見
も
検
討
の
中
に
入
れ
な
が

　

ら
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
（
小
林
総
務
課
長
）

Ｑ
．
消
毒
液
で
今
回
の
補
正
は
少
額
で
す
け
ど
、
今
後
の

　

コ
ロ
ナ
対
策
の
中
で
私
た
ち
議
員
も
消
毒
液
の
配
布
も

　

考
え
て
い
て
、
消
毒
液
等
を
一
般
家
庭
に
配
っ
て
も
ら

　

い
た
い
の
と
、
出
来
れ
ば
長
寿
園
、
厚
生
園
な
ど
幅
広

　

く
配
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
る
が
、
今
後
の
課

　

題
と
し
て
何
か
考
え
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
星
川
議
員
）

Ａ
．
消
毒
液
の
具
体
的
な
お
話
に
つ
い
て
は
検
討
さ
せ
て

　

い
た
だ
き
た
い
。
総
額
２
兆
円
の
地
方
創
生
臨
時
交
付

　

金
が
可
決
さ
れ
る
予
定
で
、
庁
内
で
は
追
加
に
な
る
交

　

付
金
の
使
途
を
検
討
し
て
い
る
。
想
定
と
し
て
は
７
月

　

の
上
旬
に
臨
時
議
会
を
招
集
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
そ

　

の
中
で
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。
（
小
林
町
長
）

３
月
31
日
（
調
査
事
項
）

１　

総
合
戦
略
に
つ
い
て

２　

観
光
振
興
計
画
に
つ
い
て

３　

寄
附
採
納
に
つ
い
て

　
審
査
意
見

１
総
合
戦
略
が
始
ま
る
前
の
段
階
で
、
議
会
や
議
員
の
意

　

見
を
発
言
で
き
た
こ
と
は
良
か
っ
た
の
で
、
今
後
も
意

　

見
を
述
べ
ら
れ
る
よ
う
な
機
会
を
設
け
、
そ
れ
を
活
か

　

す
よ
う
望
む
も
の
で
あ
る
。

２
観
光
振
興
計
画
の
推
進
以
前
に
「
な
か
と
ん
べ
つ
観
光

　

ま
ち
づ
く
り
ビ
ュ
ー
ロ
ー
」
な
ど
観
光
組
織
の
立
て
直

　

し
を
早
急
に
す
る
こ
と
。

３
旧
松
田
商
店
の
建
物
と
跡
地
の
活
用
に
つ
い
て
、
余
程

　

の
こ
と
が
無
い
限
り
寄
附
採
納
を
受
け
る
と
き
に
活
用

　

し
よ
う
と
し
た
方
法
を
最
大
限
に
検
討
す
る
べ
き
で
あ

　

る
。
ま
た
、
旧
丹
波
屋
に
関
し
て
、
現
段
階
で
は
寄
附

　

採
納
委
員
会
と
同
様
に
町
と
し
て
寄
附
を
受
け
る
べ
き

　

で
は
な
い
。
た
だ
し
、
今
後
有
志
団
体
が
保
存
等
を
目

　

的
と
し
て
活
動
が
な
さ
れ
た
と
き
は
、
登
録
有
形
文
化

　

財
保
護
の
た
め
町
と
し
て
も
支
援
を
望
む
も
の
で
あ
る
。

（
３
月
31
日
）

い
き
い
き
ふ
る
さ
と
常
任
委
員
会
報
告

役場入口に設置されている消毒液

　いきいきふるさと常任
委員会（宮崎泰宗委員長）
は、所管事務調査を実施
し、第２回定例会に報告
しました。
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※　繰越明許費（くりこしめいきょひ）は、予算
　に計上されているが、年度内に支出が終わらな
　いと見込まれるものについて、予算に定めるこ
　とにより、翌年度に繰り越して支出することが
　できるものです。

報告第１号　平成３１年度一般会計繰越明許費繰
　　　　　　越計算書の報告
　平成31年度から令和２年度に次の事業予算が繰
り越されました。

報　告　事　項
※　町が出資する法人等は、毎年度、経営状況を
　議会に報告しなければなりません。

報告第２号　有限会社中頓別振興公社の経営状況
　　　　　　報告
　寿レクレーション施設、一般廃棄物処理施設、
鍾乳洞ふれあい公園、国保病院管理清掃、有害鳥
獣処理施設業務等を営む同社全体の平成31年度決
算状況は次のとおりです。
　当期純利益が960,023円となりました。
●損益計算結果、貸借対照表
　・収 益 合 計
　・費 用 合 計
　・営 業 利 益
　・当期純利益
　・資 産 合 計
　・負 債 合 計
　・純資産合計

有限会社中頓別振興公社

78,758,197円
77,502,795円
 1,255,402円
960,023円

25,008,150円
5,760,002円
19,248,148円

　

年
明
け
早
々
に
し
て
、
中
国
武
漢
か
ら
発
生
し
た
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
瞬
く
間
に
世
界
全
域
に
感
染
が
拡
大
し
、

今
な
お
終
息
に
至
っ
て
い
な
い
。
感
染
症
の
専
門
家
も
こ
の

ウ
イ
ル
ス
を
把
握
で
き
ず
、
手
を
焼
い
て
い
る
。
日
本
に
と

っ
て
は
、
や
っ
と
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
、
発
生
前
の

状
態
に
は
も
ど
れ
な
い
が
、
新
し
い
日
常
が
少
し
ず
つ
戻
っ

て
き
て
い
る
。

　

「
３
密
を
避
け
て
く
だ
さ
い
。
」
今
ま
で
の
中
の
い
い
友

人
や
仲
間
が
、
集
ま
っ
て
大
い
に
盛
り
上
が
っ
て
い
た
飲
み

会
な
ど
が
、
過
去
の
も
の
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

　

「
コ
ロ
ナ
君
よ
。
君
は
人
類
に
何
を
問
い
か
け
て
い
る
の

だ
？
」

　

そ
う
か
、
人
類
だ
け
の
繁
栄
を
享
受
し
て
い
る
こ
と
に
怒

り
を
ぶ
つ
け
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？
人
類
を
除
く
動
物
に
は

感
染
の
報
告
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
も
し
か
し
て
、
森
の
奥
深

く
静
か
に
暮
ら
し
て
い
た
コ
ロ
ナ
君
は
人
間
の
急
激
な
開
発

で
自
然
破
壊
が
進
み
、
突
然
現
代
社
会
に
登
場
せ
ざ
る
を
得

な
く
な
っ
て
怒
り
の
矛
先
を
一
層
人
類
に
向
け
て
い
る
の

か
？
自
然
は
時
に
は
人
類
に
対
し
て
牙
を
向
け
て
く
る
。

　

成
熟
し
た
国
際
社
会
は
想
定
内
の
事
象
に
対
し
て
は
十
分

に
対
応
で
き
る
機
構
が
出
来
上
が
っ
て
い
る
。
し
か
し
想
定

外
の
災
害
と
い
っ
て
い
い
コ
ロ
ナ
君
に
対
応
で
き
て
い
な
い

の
は
否
め
な
い
で
あ
ろ
う
。
日
本
の
国
も
当
初
十
分
に
コ
ロ

ナ
対
策
に
対
し
て
迅
速
に
対
応
で
き
ず
、
対
策
の
遅
れ
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
。

　

予
期
せ
ぬ
災
害
に
対
応
で
き
て
こ
そ
真
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
で
あ
り
、
そ
こ
が
真
の
リ
ー
ダ
ー
に
問
わ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
綴
人
・
西
浦
岩
雄
）

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
議
員
が
町
づ
く
り

や
議
会
活
動
な
ど
に
つ
い
て
思
い
を
綴
る
も
の
で
す
。

議
員
だ
よ
り
〜
私
の
思
い
〜

『
コ
ロ
ナ
君
よ
！
君
は
人
類
に
何
を
問
い
か
け
て
い
る
の
だ
』

（単位：千円）
事　　業　　名 繰越金額

中頓別町電子自治体推進事業

草地整備型公共牧場整備事業

小学校施設維持管理事業

中学校施設維持管理事業

251

15,000

21,263

18,586

55,100合　　　　　計



　

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
日
々
の
暮
ら
し
に

様
々
な
困
難
や
不
安
を
感
じ
て
こ
ら
れ
た
こ

と
と
思
い
ま
す
。

　

特
に
高
齢
者
施
設
や
病
院
内
の
感
染
予
防
、

児
童
・
生
徒
の
学
校
休
業
期
間
の
対
応
に
関

わ
っ
て
こ
ら
れ
た
方
々
の
ご
努
力
に
敬
意
を

表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
は
ま
だ
、
町
内
で
は
感
染
者
は
発
生
し

て
い
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
の
季
節
人
々
の

往
来
が
活
発
に
な
り
ま
す
。
今
ま
で
同
様
の

注
意
と
対
策
で
今
後
も
感
染
者
が
出
な
い
こ

と
を
祈
り
た
い
も
の
で
す
。

　

国
も
特
別
の
予
算
で
対
応
し
て
い
ま
す
が
、

実
施
さ
れ
た
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
か

ら
の
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

少
し
で
も
町
民
の
皆
様
の
お
役
に
立
て
る

使
い
道
を
、
議
会
で
十
分
話
し
合
っ
て
決
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
の
経
験
か
ら
改
め
て

気
づ
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
は
第
一
に
い
の
ち
、
次
に
生
活
そ
し

て
経
済
だ
と
言
う
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

国
政
も
地
方
行
政
も
そ
の
こ
と
を
忘
れ
ず

に
運
営
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会
（
髙
）

編
　
集
　
後
　
記

８日　議会広報編集特別委員会
15日　議会広報編集特別委員会
27日　宗谷管内議長会定期総会（書面総会）

９日　全員協議会
10日～11日　　
　　　第２回定例会
16日　北海道町村議会議長会定期総会（書面総会）
25日　戦没者追悼
26日　議会広報編集特別委員会
29日　全員協議会

議会の動き
４月

13日　自衛隊協力会総会（書面総会）
19日　全員協議会
26日　議会運営委員会
29日　議会運営委員会
29日　天北地域生活交通確保対策協議会及び稚内
　　　音威子府間「命をつなぐ街道」整備促進期
　　　成会総会（書面総会）

５月

６月

７日　議会広報編集特別委員会
13日　第３回臨時会

７月
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　議会は、町民の暮らしに直結する税や福祉な
どの身近な問題を議論する大切な場です。
　議会では、議会だよりで情報の提供に努めて
いますが、町政の動きを定例会や各種委員会を
実際に傍聴し、自らの目と耳で知ることが大切
です。
　次の定例会は、９月に招集されます。日程は、
議会だより臨時号などでお知らせします。

議会を傍聴しましょう

発　　行  中頓別町議会
編　　集  議会広報編集特別委員会
お問合せ  〒098-5595
　　　　  北海道枝幸郡中頓別町字中頓別172番地6
　　　　  tel（01634）6-2244（直通）
　　　　  fax（01634）6-1155

　中頓別町のホームページ
(http://www.town.nakatombetsu.hokkaido.jp)で
議会だより、定例会の議事録などを公開していま
す。
　町ホームページから  中頓別町について ⇒ 
中頓別町議会 、又は 行政情報 ⇒ 議会 へ進み
ご覧ください。
　議会日程や傍聴の手続き、請願・陳情などの
お問合せは、℡６－２２４４（議会事務局）へ。

※新型コロナウイルスの感染拡大により、傍聴
　を制限する場合がございますので、予めご了
　承ください。

役場窓口の新型コロナウイルス対策

ホームページで議事録などを
公開しています

ホームページで議事録などを
公開しています


